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まだ不十分ではあるものの、公共圏の議論に対して重要な意義をもつものである。補章１ （杉村和彦論文） は、タンザニアにおける開発プロジェクトを取り上げ、タンザニアの農村社会の伝統的な価値規範が、ポスト近代的な価値基準と高い親和性をもつことを明らかにしている挑戦的な論文である。補章２ （児玉由佳論文） は、公共圏の議論において中心的な役割を果たしてい ジェンダー 視点から、エチオピアの農村社会の変容を検討したものである。
本書の母体となった研究会では、
市民社会そ て公共圏とは何であるのかといった議論を中心に進んだ。本書は、その一定の成 をおさめたものである。しかし、二年間の研究会活動ののち 課題として残されたのは、公共圏における人々の営みを、どのように説得的な形で分析することができるのか、そ 具体的な手法の部分な ではないかと編者は考えている。公共圏という比較的新しい概念をケース・スタディ的な形で分析するためには、定性であれ定量であれ既存の分析手法では、必ずしも十分ではない。この点について 、今後の課題として考えていきたい。
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